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固定資産の譲渡に伴う特別利益の計上に関するお知らせ 

 

 当社は、下記の通り、固定資産の譲渡に伴い、2020 年 3 月期第 4 四半期連結決算におい

て、約 95億円を固定資産売却益として特別利益に計上する見込みとなりましたので、お知

らせいたします。 

 

記 

 

１. 譲渡の理由 

当社は、経営資源の効率的活用及び財務体質の強化を図るため、保有資産の見直しを行い、

下記の資産を譲渡することといたしました。 

 

２．譲渡資産の内容 

 

 

 ※ 譲渡価額、帳簿価額は、譲渡先の意向により開示を控えさせていただきます。 

※ 譲渡益は、譲渡価額から帳簿価額及び譲渡に係わる諸費用の見積額を控除した概算額

です。 

 

３．譲渡先の概要 

 譲渡先については、譲渡先の意向により開示を控えさせていただきます。譲渡先は国内事

業法人 1社ですが、当社との間に資本関係、取引関係として特記すべき事項はなく、当社



の関連当事者には該当いたしません。 

４．譲渡の日程 

譲渡契約締結日   2019 年 12 月 26 日 

譲渡資産の引渡し日 2020 年 3月 6日（予定） 

 

５．当社業績に与える影響 

 当該固定資産の譲渡に伴い、当社は、2020 年 3月期第 4四半期連結決算において、約 95

億円を固定資産売却益として特別利益に計上する見込みです。なお、2019 年 10 月 31 日

公表の通期連結業績予想については、本件を織り込み済みであり、現時点で変更はありま

せん。 

 

以 上 


